
県内HPVワクチンの接種率について
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感染症対策室
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長崎県HPVワクチン市町別接種率
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長崎県ＨＰＶワクチン実施率（全国との比較）

Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度(*)

全国

1回目 0.3 0.6 1.3 3.3 15.9 37.4 42.2

2回目 0.3 0.5 1.1 2.6 11.6 34.4 39.4

3回目 0.3 0.3 0.8 1.9 7.1 26.2 30.2

長崎県

1回目 0.4 0.7 1.3 2.9 11.8 44.6 39.6

2回目 0.4 0.5 1 2.2 8.4 40.4 38.4

3回目 0.3 0.3 0.7 1.7 4.6 30.9 33.4

＊R4はキャッチアップ接種を除いた率

・接種（実施）率：実施人口/対象人口
・対象人口：各年度に新規に予防接種
対象者に該当した人口
・実施人口：各年度における接種対象
者全体の中で予防接種を受けた人員

〇キャッチアップ実施率

年度 実施率

R4年度 14.6％

R5年度 8.2％

〇実施率＝接種者数／対象年齢層人口
※実施率算定の際の母数は、対象年齢
者数の総数（＝既接種者含む）

R4： 6,937/47,541≒14.6％
R5（上半期）： 4,188/50,998≒8.2％
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長崎県ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種率
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まとめ
◆県内のＨＰＶワクチンの定期接種については、未だ約６割の方が接
種を控えられている状況にあり、更なる周知・啓発が必要と考えて
おります。

◆また、キャッチアップ接種は、国が積極的な勧奨を差し控えていた
平成２５年から令和３年までの間に対象年齢を迎え、接種をされな
かった方を対象に、令和４年度から６年度まで実施されており、県
内の実施率は１５パーセント程度にとどまっており、令和７年度以
降のキャッチアップ接種については、国が方針を決定し、これに基
づき市町で対応されるものと考えております。

◆県といたしましても、実施主体である市町に対し、接種対象者への
積極的な情報提供を依頼するとともに、ワクチンの効果やリスクな
ど、接種の判断に必要な情報の周知を行い、定期接種及びキャッチ
アップ接種の実施率向上に努めてまいりたいと考えております。

◆具体的には、九州ブロック拠点病院の九州大学が作成したHPVワク
チンの啓発リーフレットを活用し、まずは、キャッチアップの対象
者となる予定の高校3年生等に周知・啓発ができないか、性感染症
専門部会において、協議予定にしております。 5



2023実施プロジェクト
・全国中高ツアー
・都立高校ツアー
・Vcanラボの開催
・YouTubeを用いた啓発動画公開
・大学及び附属病院で、接種機会を設けるよう

産婦人科医局に提言・実施
・47都道府県を対象にした接種率調査
・医学生カフェ

若者にHPVワクチンについて広く発信する会 Vcan
HPVワクチンについての医学的根拠に基づいた情報を同世代の若者に伝える活動をしています！ 
preVentableCANcer ＝予防できるがん、そして撲滅できるがんについて
「知らないまま後悔しないで」のメッセージを胸に、全国各地の学校やメディアへアプローチ中。

撲滅できるがんのこと、どうして誰も教えてくれなかったんだろう？
学校では教わらなかった。メディアも教えてくれなかった。母もわかってなかった。
産婦人科医の先生は絶対に自分の子どもには打たせると言っているのに。情報が行き届いていないのはなぜだろう。
このまま放っておく訳にはいかない。

知らないまま後悔しないで。
働き盛りなのに。妊娠・出産を考えていたのに。

予防できたにもかかわらず、何かを諦めることはあってはならない。
予防する方法（ワクチンと検診）について知らなかっただけで、将来、罹患する人を一人でも減らしたい。
家族の悲しみを取り除きたい。

私たち医学生から根拠のある発信を。
安全で効果の高いワクチンを知った上で「接種しない」のと、ワクチンを知らずに「接種しない」のとでは、
同じ「接種しない」でも違うと思うから。

専門家と市民の間の立場をいかして、医学的根拠に基づいた情報を同世代に届けていきます。

活動背景

採択実績

メディア

掲載

•キリン福祉財団「キリン・地域のちから応援事業」助成金採択
•鳥取大学Small CoRE Project採択
•国際パピローマ学会主催「国際HPV啓発デー」公式パートナーに選出

•NHK「おはよう日本」の取材協力
•NHK「がんの誤解」特集掲載
•「#しかたなくない」プロジェクトへの掲載
•「m3.com」特集掲載
•山形県南陽市報への掲載
•厚生労働省編集協力「厚生労働」掲載
•ラジオ「村上美香のヒトコト」出演
•NHK鳥取 「いろドリ」特集
•日本海新聞掲載

VisionMissionValue

HPVワクチンの情報を鵜呑みにせず、
一人ひとりが主体的に
考えている社会の実現

費用面、手続き面でのハードルを下げ
ワクチン接種率の上昇の実現

男性の公費接種
の実現

HPVワクチンの安全性や有効性を
広く若い世代に伝える

最も身近な相談相手になり、
生の声を行政に提言する

男性公費接種に向けた
ムーブメントを醸成する

当事者世代としての
生の声を届けられる

活動をメディアに
取り上げてもらえる

専門家と市民の間のギャップを埋め
医療を身近なものにできる

上⽥豊先⽣
⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科
産科学婦⼈科学講師
⽊下喬弘先⽣
みんパピ！副代表
柴⽥綾⼦先⽣
産婦⼈科医

⾼橋幸⼦先⽣
産婦⼈科医
⼋⽊⿇未先⽣
⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科
産科学婦⼈科学特任助教 (常勤)
⾕⼝⽂紀先⽣
⿃取⼤学医学部産科婦⼈科学 教授

アドバイザー
医学監修をしてくださっている先⽣⽅です。

（追加資料）
三浦委員提供
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中⾼ツアー

専⾨家と市⺠とのギャップを埋める

当事者世代としての⽣の声を届ける

職業体験EXPO

クラウドファンディング

厚労省へ提⾔

接種外来の設置

論⽂執筆・学会発表

医師100⼈カイギ
ティールブルー
ジャパン2022

「国際HPV啓発デー」
公式パートナー

HPVワクチン推進議員連盟総会

国際⼥性デー特別記者会⾒

視認性の⾼い
スライド ×

双⽅向型の
ワークショップ 究極の⾃分ごと化=

ハンドペイントフェス
ハンドペイント トークセッション× キャッチアップ接種

対象者の興味UP！=

社会へ アカデミアへ
⾏政へ

SNS
instagram twitter

YouTube

Vcanラボ

⼤阪市×みんパピ！
【過去実施校】
⽶⼦北⽃中学校
同志社中学校
⼤教⼤附属天王寺
堀川⾼校
⽣野⾼校
⼤阪⾼校
灘⾼校
⽶⼦北⽃⾼校
⼤阪教育⼤学
福岡⼥学院⼤学 etc…

活動実績
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山形県南陽市　出張授業

● 活動背景

　若者にHPVワクチンについて広く発信する会 Vcan(以下、Vcan)は、全国の医療系学生が集ま
る学生団体で、HPVワクチンに関する情報を発信しています。年齢が近く、キャッチアップ接種対
象年齢でもある大学生が、医学的根拠に基づいた情報を話します。過去に18校（今回の南陽市
を含む）で実施しました。

　この度の南陽市での出張授業は、南陽市の白岩市長から直々にお声がけいただきました。山

形県南陽市は全国でも珍しい、男性接種に助成を行っている自治体です。

　

● 日時

2024年1月10日(水)
13:40~14:30南陽市立沖郷中学校 1年生（80名）

2024年1月11日(木)
10:00~11:00山形県立南陽高等学校 1年生（94名）
11:50~12:40南陽市立赤湯中学校 1年生（100名）
14:40~15:30南陽市立宮内中学校 2年生（78名）

（メンバー3名を3クラスにそれぞれ配置し、授業をしました）

● 内容

　Vcanメンバーによる出張授業を行いました。子宮頸がんとHPVワクチンに関する授業です。大
学生による授業をクイズ等を含めながら行い、その後ワークショップ（グループワーク）を実施しま

した。

　今回のグループワークのテーマは、「有害事象・副反応のイメージが強く、ワクチン接種に良く

ないイメージを持つ親世代に、どうすれば正しい情報が伝わるか？どうやって自分たちは親に伝

えるか？」です。

● メディア掲載

1月11日(木)NHK番組「ゆう5時」にて、沖郷中学校での出張授業の様子が放送されました。

その他、山形新聞、ケーブルテレビNCVにて掲載されました。

● 長崎市ないし長崎県の出張授業

　昨年より同様の出張授業を行えないか、いくつかの学校様に打診して参りました。話が進んで

いる学校様もありますが、まだまだ過去の副反応のイメージが強く（特に長崎市内）、断られてし

まうことも多いです。行政や医師の先生方との連携が必要かと考えています。
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